
２０２０．２．１１ 
畑 啓之 

 
⼈⼯知能（AI）には何ができるか？ を AI に考えさせると答えは無限 
 
AI の顔認証技術を医療に利⽤しようとの話である。ここでは本⼈確認で話題がとどまって
いるが、お札の顔を間違いなく認証する技術を売り物にする「グローリー」であるからその
先を考えていることは確かだろう。 
 
病院においての問題点は、私が気づく範囲では、まずは待ち時間が⻑いこと、看護師には待
合においては患者の普段との違いが判らぬこと（異常であることが認識できないこと）、そ
して来院する患者の中に今はやりの新型肺炎の患者が混じりこんでいてもわからぬことで
ある。 
 
これらの問題点は AI の利⽤で解決できていく可能性がある。 
 
待ち時間については⻭科などの完全予約制の病院を除いては必ず待ち時間が⽣じる。３時
間待ちの３分診療などと⾔われるが、これもあながち間違ってはいない。統計学と AI でこ
の問題を緩和することはできるだろう。患者に負担をかけないこともサービス向上である。 
 
患者の状態を診察前にその顔⾊や体の動きからとらえる。これはグローリーの持てる技術
を駆使すれば可能になってくるだろう。体調の悪い緊急性のある患者は順番を繰り上げて
診察する。そのようなシステムの構築は⾼度医療においては必要となってくるだろう。 
 
患者の中に新型肺炎患者のような、伝染性の病を持った患者が紛れ込んでいる。この識別は
極めて重要である。病院に⾏って病気をもらってくる。病院は病原菌の巣窟である。これで
は病院として本来の役割が果たせない。AI 技術を駆使してクリーンな環境を保てるシステ
ムの構築が期待される。 
 
AI の応⽤範囲は無限である。その無限の能⼒を⼈間のために使ってこそ AI の存在意義があ
る。 
 
 
 
 
 



グローリー (Wikipedia) 
兵庫県姫路市下⼿野に本社を置く、銀⾏を中⼼とした⾦融機関向けの通貨処理機や情報

処理機、⾃動販売機、電⼦マネーなどの通貨関連機器の開発・製造及び販売・メンテナンス
を⾏う企業である。 

1950 年（昭和 25 年）に⼤蔵省造幣局の発注により国産第⼀号の硬貨計数機を開発して以
来、⾦融・流通・遊技市場などの分野で製品開発を⼿がけ、通貨処理機・たばこ⾃動販売機・
コインロッカー・レジ釣銭機・カード関連機器などの製品や技術を発表した。貨幣処理機で
は、国内シェア約 7 割を占める[1]。また、IC カード事業の推進や⽣体認証技術の構築、国
政選挙に使⽤される投票⽤紙分類機を含む選挙システムの構築など、事業分野の拡⼤も⾏
っている。 
 
 

 
 
 
 


